
★通
つう
学
がく
路
ろ
を守
まも
って登

とう
下
げ
校
こう
します。家

いえ
を出

で
たら、事

じ
故
こ
を防
ふせ
ぐため絶

ぜっ
対
たい
に忘
わす
れものを取

と
りにもどりません。

★ランドセルなどを使
し
用
よう
し、できるだけ両

りょう
手
て
が使

つか
える状

じょう
態
たい
で歩
ある
きます。

★防
ぼう
犯
はん
ブザーはランドセルの手

て
のとどきやすい所

ところ
につけます。

★すすんで気
き
持
も
ちのよいあいさつをします。

★欠
けっ
席
せき
や遅

ち
刻
こく
、早

そう
退
たい
、体

たい
育
いく
見
けん
学
がく
などの連

れん
絡
らく
は必

かなら
ず連

れん
絡
らく
帳
ちょう
でします。遅

ち
刻
こく
や早

そう
退
たい
をする場

ば
合
あい
は必

かなら
ず保

ほ
護
ご
者
しゃ

の方
かた
に教
きょう
室
しつ
まで送

おく
り迎
むか
えをしていただきましょう。

★寒
さむ
い時
とき
は手

て
袋
ぶくろ
をし、ポケットに手

て
を入

い
れて歩

ある
かないようにします。

★忘
わす
れ物

もの
は原

げん
則
そく
として取

と
りに来

く
ることはできません。やむを得

え
ず、放

ほう
課
か
後
ご
や休

きゅう
日
じつ
に忘

わす
れ物

もの
を取

と
りに来

く
る場

ば

合
あい
は、西

にし
側
がわ
昇
しょう
降
こう
口
ぐち
にあるノートに名

な
前
まえ
を記

き
入
にゅう
し、教

きょう
職
しょく
員
いん
に許

きょ
可
か
をもらいます。5時

じ
以
い
降
こう
は保

ほ
護
ご
者
しゃ
に付

つ

きそってもらい、7時
じ
以
い
降
こう
は取

と
りに来

く
ることができません。

●朝
ちょう

会
かい

や集
しゅう

会
かい

、学
がく

習
しゅう

の始
はじ

まり
★始

はじ
まりの時

じ
刻
こく
に遅
おく
れないように、早

はや
めに行

こう
動
どう
します。

★5分
ふん
前
まえ
行
こう
動
どう
を心
こころ
がけます。

●ロッカーやフックの使
つか

い方
かた

★ランドセルは留
と
め金
がね
を奥
おく
にして、ロッカーの下

した
の棚

たな
に入

い
れます。

★体
たい
育
いく
着
ぎ
や上
うわ
履
ば
き入

い
れは廊

ろう
下
か
にあるフックに掛

か
けます。

●くつ箱
ばこ

★上
うえ
の段

だん
には上

うわ
履
ば
き（つま先

さき
とかかとに記

き
名
めい
）、下

した
の段

だん
に下

した
履
ば
き

（運
うん
動
どう
に適
てき
したもの）を、それぞれつま先

さき
を奥

おく
にして入

い
れます。

★上
うわ
履
ば
きを忘

わす
れたら、職

しょく
員
いん
室
しつ
にいる先

せん
生
せい
から借

か
りて、家

いえ
で洗

あら
って

から担
たん
任
にん
の先
せん
生
せい
に返
かえ
します。

登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

学
が っ

校
こ う

生
せ い

活
か つ

編
へ ん

杉並区立堀之内小学校

学
がっ

校
こう

では

保護者の皆様へ
　本校では、児童が安全で充実した学校生活を過ごし、整った学習環境を保つことができるように
「堀小スタンダード」を基に指導してきました。これは、保護者の皆様とも学校生活における基本
的なきまりについての共通理解を図ることによって、身に付けなければならないことを定着させて
いくことをねらいとしています。ご一読のうえ、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

●家
いえ

に帰
かえ

ったら
★うがい、手

て
洗
あら
いをしっかりとしましょう。

★手
て
紙
がみ
と連

れん
絡
らく
帳
ちょう
をおうちの人

ひと
に渡
わた
すようにしましょう。

★連
れん
絡
らく
帳
ちょう
を見

み
て持

も
ち物

もの
をそろえたり、えんぴつをけずったりして、次

つぎ
の日

ひ
の準
じゅん
備
び
をします。

●家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

	
★学
がく
習
しゅう
時
じ
間
かん
の目

め
安
やす
は、10分

ぷん
×学
がく
年
ねん

★家
か
庭
てい
学
がく
習
しゅう
の時

じ
間
かん
を決

き
め、毎

まい
日
にち
取
と
り組

く
むようにしましょう。

★夜
よる
遅
おそ
くなってから学

がく
習
しゅう
をするのであれば、早

はや
く寝

ね
て、早

そう
朝
ちょう
に学

がく
習
しゅう
しましょう。

★静
しず
かな環

かん
境
きょう
で集
しゅう
中
ちゅう
して取

と
り組

く
むようにしましょう。

●健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

をするために（健
けん

康
こう

の日
ひ

として学
がっ

校
こう

で働
はたら

きかけていること）
★朝
あさ
の健
けん
康
こう
観
かん
察
さつ
をし、朝

ちょう
食
しょく
をしっかりとりましょう。

★規
き
則
そく
正
ただ
しい生

せい
活
かつ
をしましょう。（早

はや
寝
ね
、早
はや
起
お
き、朝

あさ
ごはん、排

はい
便
べん
習
しゅう
慣
かん
など。）

★ハンカチやティッシュを身
み
に付

つ
けましょう。

★安
あん
全
ぜん
面
めん
を考
かんが
えた身

み
だしなみ（つめを切

き
る。長

なが
い髪

かみ
の毛

け
はたばねるなど）をしましょう。

★歯
は
みがきをしっかりしましょう。

★正
ただ
しい姿

し
勢
せい
を心
こころ
がけましょう。

★テレビやゲームについてのルール（時
じ
間
かん
な

ど）を決
き
めて守

まも
りましょう。

●その他
た

★持
も
ち物
もの
には必

かなら
ず名

な
前
まえ
を書

か
きます。ノートに

は学
がく
年
ねん
、組
くみ
も記

き
入
にゅう
するようにしましょう。

	（上
うわ
履
ば
きの名

な
前
まえ
は洗
あら
った後

あと
、薄
うす
くなってし

まうので書
か
き直
なお
すようにしましょう。）

★学
がく
習
しゅう
に必

ひつ
要
よう
のないものは学

がっ
校
こう
に持

も
って来

こ

ないようにしましょう。

家
か

庭
て い

生
せ い

活
か つ

編
へ ん

　お子さんの家庭学習の様子を見てください。今、どんなことを学習してい
るのかについて話す中で、お子さんの学校生活が見えてきます。頑張りを認
め、励ましの声をかけてくださるようお願いします。

平成29年度

堀小スタンダード



●その他
た

の学
がく

用
よう

品
ひん

や持
も

ち物
もの

★学
がく
年
ねん
から指

し
定
てい
された各

かく
教
きょう
科
か
のノート

★連
れん
絡
らく
帳
ちょう
と手

て
紙
がみ
などを入

い
れる連

れん
絡
らく
袋

ぶくろ

★図
ず
工
こう
や音

おん
楽
がく
の持

も
ち物

もの
やランドセルに入

はい
らない物

もの
を入

い
れる

手
て
さげ 袋

ぶくろ

★体
たい
育
いく
の時

じ
間
かん
は安

あん
全
ぜん
のために紐

ひも
やファスナー、フードのな

い上
うわ
着
ぎ
を着

き
るようにします。タイツやスパッツは履

は
きま

せん。髪
かみ
の毛

け
は運
うん
動
どう
しやすいように整

ととの
えます。

★置
お
き傘
がさ
は折

お
りたたみ式

しき
のもので、教

きょう
室
しつ
に置

お
いておきます。

★ランドセルや筆
ふで
箱
ばこ
に、キーホルダーなど（防

ぼう
犯
はん
ブザー以

い

外
がい
）の飾

かざ
りはつけません。

●廊
ろう

下
か

や階
かい

段
だん

では
　「はしらない・さわがない）・みぎがわを歩

ある
く」の約

やく
束
そく
を守

まも
ります。

●授
じゅ

業
ぎょう

の始
はじ

まりと終
お

わり
★5分

ふん
前
まえ
を知

し
らせる放

ほう
送
そう
やチャイムに合

あ
わせて教

きょう
室
しつ
に入
はい
り、学

がく
習
しゅう
の準

じゅん
備
び
をして席

せき
にすわって待

ま
ちます。

★始
はじ
まりと終

お
わりにはきちんと挨

あい
拶
さつ
をします。

★授
じゅ
業
ぎょう
が終

おわ
わったら、使

つか
った物

もの
をかたづけ、次

つぎ
の時

じ
間
かん
の準
じゅん
備
び
をするようにします。

●話
はな

すとき
★名

な
前
まえ
を呼

よ
ばれたら、「はい」と返

へん
事
じ
をし、立

た
って話

はなし
をします。

★聞
き
いている人

ひと
の顔

かお
を見

み
ながら話

はな
します。

★正しい言
こと
葉
ば
づかいで話

はな
します。

★「～です。」「～ます。」を使
つか
って、相

あい
手
て
に聞

き
こえる声

こえ
ではっきりと話

はなし
をします。

★友
とも
達
だち
を「～さん」や「～くん」で呼

よ
びます。

●聞
き

くとき
★話

はな
している人

ひと
の方

ほう
を向

む
き、

集
しゅう
中
ちゅう
して最

さい
後
ご
まで話

はなし
を聞

き

きます。
●ノートの書

か

き方
かた

★書
か
くときの基

き
本
ほん
（下

した
じきを

使
つか
う。日

ひ
付
づけ
や教

きょう
科
か
書
しょ
のペー

ジなどを書
か
く。学

がく
習
しゅう
のめあ

てや問
もん
題
だい
を書

か
く。線

せん
を引

ひ
く

ときは定
じょう
規
ぎ
を使
つか
う。）

★正
ただ
しい字

じ
でていねいに書

か
き

ます。
★習

なら
った漢

かん
字
じ
を使

つか
って書

か
くよ

うにします。

●休
やす

み時
じ

間
かん

の過
す

ごし方
かた

★天
てん
気
き
の良

よ
い日

ひ
は外
そと
で遊
あそ
びましょう。

★天
てん
気
き
が悪
わる
くて外

そと
遊
あそ
びができない場

ば
合
あい
は、教

きょう
室
しつ
や学
がっ
校
こう
図
と
書
しょ
館
かん
で静
しず
かに過

す
ごします。

　〈体
たい
育
いく
館
かん
……「体

たい
育
いく
館
かん
の遊
あそ
び方
かた
」に書

か
かれた割

わ
り当

あ
てを守

まも
って遊

あそ
びましょう。〉

●ふで箱
ばこ

●道
どう

具
ぐ

箱
ばこ

1、2年
ねん

生
せい

3～6年
ねん

生
せい

※以
い
下
か
の物
もの
は学
がく
年
ねん
便
だよ
りでお知

し
らせがあってから買

か
いましょう。

	 2年
ねん
生
せい
（三
さん
角
かく
定
じょう
規
ぎ
）　　

	 3年
ねん
生
せい
（コンパス……えんぴつ差

さ
し込

こ
み式
しき
）

	 4年
ねん
生
せい
（分
ぶん
度
ど
器
き
）

※学
がく
用
よう
品
ひん
はシンプルなものを用

よう
意
い
しましょう。

※ここに書
か
かれているのは基

き
本
ほん
的
てき
な持

も
ち物
もの
です。このほかに必

ひつ
要
よう
なものは、学

がく
年
ねん
便
だよ
りなどでお知

し
らせします。

※えんぴつの濃
こ
さは低

てい
・中

ちゅう
学
がく
年
ねん
が2

に
B
ビー
またはB

ビー
、高

こう

学
がく
年
ねん
はB
ビー
または H

エイチ
B
ビー
。

※シャープペンシルやその他
た
のペンは使

つか
いません。

必
ひつ
要
よう
なときは連

れん
絡
らく
します。

※折
お
りたたみ式

しき
の定
じょう
規
ぎ
は使
つか
いません。

授
じ ゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

の姿
し

勢
せ い

は…

つくえとおなかに
「グー」ひとつ

せなかをピン

いすとせなかに
「グー」ひとつ

両
りょう

足
あし

は床
ゆか

に
つけて
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とう
下
げ
校
こう
します。家

いえ
を出

で
たら、事

じ
故
こ
を防
ふせ
ぐため絶

ぜっ
対
たい
に忘
わす
れものを取

と
りにもどりません。

★ランドセルなどを使
し
用
よう
し、できるだけ両

りょう
手
て
が使

つか
える状

じょう
態
たい
で歩

ある
きます。

★防
ぼう
犯
はん
ブザーはランドセルの手

て
のとどきやすい所

ところ
につけます。

★すすんで気
き
持
も
ちのよいあいさつをします。

★欠
けっ
席
せき
や遅

ち
刻
こく
、早

そう
退
たい
、体

たい
育
いく
見
けん
学
がく
などの連

れん
絡
らく
は必

かなら
ず連

れん
絡
らく
帳
ちょう
でします。遅

ち
刻
こく
や早

そう
退
たい
をする場

ば
合
あい
は必

かなら
ず保

ほ
護
ご
者
しゃ

の方
かた
に教
きょう
室
しつ
まで送

おく
り迎
むか
えをしていただきましょう。

★寒
さむ
い時
とき
は手

て
袋
ぶくろ
をし、ポケットに手

て
を入

い
れて歩

ある
かないようにします。

★忘
わす
れ物

もの
は原

げん
則
そく
として取

と
りに来

く
ることはできません。やむを得

え
ず、放

ほう
課
か
後
ご
や休

きゅう
日
じつ
に忘

わす
れ物

もの
を取

と
りに来

く
る場

ば

合
あい
は、西

にし
側
がわ
昇
しょう
降
こう
口
ぐち
にあるノートに名

な
前
まえ
を記

き
入
にゅう
し、教

きょう
職
しょく
員
いん
に許

きょ
可
か
をもらいます。5時

じ
以
い
降
こう
は保

ほ
護
ご
者
しゃ
に付

つ

きそってもらい、7時
じ
以
い
降
こう
は取

と
りに来

く
ることができません。

●朝
ちょう

会
かい

や集
しゅう

会
かい

、学
がく

習
しゅう

の始
はじ

まり
★始

はじ
まりの時

じ
刻
こく
に遅
おく
れないように、早

はや
めに行

こう
動
どう
します。

★5分
ふん
前
まえ
行
こう
動
どう
を心
こころ
がけます。

●ロッカーやフックの使
つか

い方
かた

★ランドセルは留
と
め金

がね
を奥
おく
にして、ロッカーの下

した
の棚

たな
に入

い
れます。

★体
たい
育
いく
着
ぎ
や上
うわ
履
ば
き入

い
れは廊

ろう
下
か
にあるフックに掛

か
けます。

●くつ箱
ばこ

★上
うえ
の段

だん
には上

うわ
履
ば
き（つま先

さき
とかかとに記

き
名
めい
）、下

した
の段

だん
に下

した
履
ば
き

（運
うん
動
どう
に適

てき
したもの）を、それぞれつま先

さき
を奥
おく
にして入

い
れます。

★上
うわ
履
ば
きを忘

わす
れたら、職

しょく
員
いん
室
しつ
にいる先

せん
生
せい
から借

か
りて、家

いえ
で洗

あら
って

から担
たん
任
にん
の先
せん
生
せい
に返
かえ
します。

登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

学
が っ

校
こ う

生
せ い

活
か つ

編
へ ん

杉並区立堀之内小学校

学
がっ

校
こう

では

保護者の皆様へ
　本校では、児童が安全で充実した学校生活を過ごし、整った学習環境を保つことができるように
「堀小スタンダード」を基に指導してきました。これは、保護者の皆様とも学校生活における基本
的なきまりについての共通理解を図ることによって、身に付けなければならないことを定着させて
いくことをねらいとしています。ご一読のうえ、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

●家
いえ

に帰
かえ

ったら
★うがい、手

て
洗
あら
いをしっかりとしましょう。

★手
て
紙
がみ
と連
れん
絡
らく
帳
ちょう
をおうちの人

ひと
に渡
わた
すようにしましょう。

★連
れん
絡
らく
帳
ちょう
を見

み
て持

も
ち物
もの
をそろえたり、えんぴつをけずったりして、次

つぎ
の日

ひ
の準
じゅん
備
び
をします。

●家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

	
★学
がく
習
しゅう
時
じ
間
かん
の目

め
安
やす
は、10分

ぷん
×学
がく
年
ねん

★家
か
庭
てい
学
がく
習
しゅう
の時

じ
間
かん
を決

き
め、毎

まい
日
にち
取
と
り組

く
むようにしましょう。

★夜
よる
遅
おそ
くなってから学

がく
習
しゅう
をするのであれば、早

はや
く寝

ね
て、早

そう
朝
ちょう
に学

がく
習
しゅう
しましょう。

★静
しず
かな環

かん
境
きょう
で集
しゅう
中
ちゅう
して取

と
り組

く
むようにしましょう。

●健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

をするために（健
けん

康
こう

の日
ひ

として学
がっ

校
こう

で働
はたら

きかけていること）
★朝
あさ
の健
けん
康
こう
観
かん
察
さつ
をし、朝

ちょう
食
しょく
をしっかりとりましょう。

★規
き
則
そく
正
ただ
しい生

せい
活
かつ
をしましょう。（早

はや
寝
ね
、早
はや
起
お
き、朝

あさ
ごはん、排

はい
便
べん
習
しゅう
慣
かん
など。）

★ハンカチやティッシュを身
み
に付

つ
けましょう。

★安
あん
全
ぜん
面
めん
を考
かんが
えた身

み
だしなみ（つめを切

き
る。長

なが
い髪
かみ
の毛

け
はたばねるなど）をしましょう。

★歯
は
みがきをしっかりしましょう。

★正
ただ
しい姿

し
勢
せい
を心
こころ
がけましょう。

★テレビやゲームについてのルール（時
じ
間
かん
な

ど）を決
き
めて守

まも
りましょう。

●その他
た

★持
も
ち物
もの
には必

かなら
ず名

な
前
まえ
を書

か
きます。ノートに

は学
がく
年
ねん
、組
くみ
も記

き
入
にゅう
するようにしましょう。

	（上
うわ
履
ば
きの名

な
前
まえ
は洗
あら
った後

あと
、薄
うす
くなってし

まうので書
か
き直
なお
すようにしましょう。）

★学
がく
習
しゅう
に必

ひつ
要
よう
のないものは学

がっ
校
こう
に持

も
って来

こ

ないようにしましょう。

家
か

庭
て い

生
せ い

活
か つ

編
へ ん

　お子さんの家庭学習の様子を見てください。今、どんなことを学習してい
るのかについて話す中で、お子さんの学校生活が見えてきます。頑張りを認
め、励ましの声をかけてくださるようお願いします。

平成29年度

堀小スタンダード


